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一 

校

歌

誕

生

の

い

き

さ

つ 
 

 

新

設

校

で

、
感

激

も

新

た

な

う

ち

に

、
校

歌

が

欲

し

い 

と

い

う

声

が

上

が

り

、
職

員

、
Ｐ

Ｔ

Ａ

役

員

の

間

で

再

三 

話

し

合

い

、
次

の

よ

う

に

決

ま

り

ま

し

た

。
作

詞

に

つ

い 

て

は

、
末

永

く

残

る

も

の

な

の

で

、
本

校

の

こ

と

を

よ

く 

知

り

、
人

格

的

に

も

立

派

な

人

に

お

願

い

し

た

い

と

の

希 

望

か

ら

、
当

時

の

市

長
・
黒

田

氏

に

依

頼

し

ま

し

た

。
作 

曲

に

つ

い

て

は

、
三

角

Ｐ

Ｔ

Ａ

副

会

長

か

ら

、
当

時

、
ス 

イ

ン

グ

・

ビ

ー

バ

ー

ズ

・

バ

ン

ド

リ

ー

ダ

ー

の

小

野

満 

氏

に

お

願

い

し

ま

し

た

。 

 

両

氏

の

熱

意

で

生

み

出

さ

れ

た

、
こ

の

素

晴

ら

し

い

校 

歌

は

、
地

元

地

域

の

誇

り

で

も

あ

り

、
卒

業

生

に

と

っ

て 

は

、

心

の

支

え

と

な

る

歌

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

 
 

「

所

感

」 
 

作

詞

者 
 

黒

田 

梅

之

助 

 

校

歌

を

作

る

よ

う

依

頼

さ

れ

て

か

ら

、
時

々

、
新

堀

小 

学

校

へ

行

き

、
周

囲

の

景

観

を

視

な

が

ら

、
い

ろ

い

ろ

考 

え

ま

し

た

。 

 

人

間

形

成

の

上

で

大

事

な

時

期

に

、
新

堀

小

学

校

に

通 

う

児

童

の

皆

さ

ん

は

、
元

気

で

仲

よ

く

、
友

達

を

大

切

に 

す

る

、
心

や

さ

し

い

人

に

な

っ

て

欲

し

い

。
ま

た

、
ス

ポ 

ー

ツ

や

遊

び

を

通

し

て

体

を

鍛

え

、
希

望

に

も

え

て

頑

張 

っ

て

欲

し

い

、
と

の

思

い

を

こ

め

て

作

り

ま

し

た

。
元

気 

に

歌

っ

て

く

だ

さ

い

。 

二 

校

章

誕

生

の

い

き

さ

つ 

 

地

域

の

方

に

関

心

を

持

っ

て

も

ら

う

た

め

に

、
新

堀

地 

区
・
児

童
・
教

職

員

よ

り

原

案

を

募

集

。
多

数

の

原

案

を 

も

と

に

、
子

ど

も

ら

し

さ

が

あ

り

、
新

堀

小

が

は

っ

き

り 

わ

か

り

、
作

図

が

容

易

で

あ

る

こ

と

を

条

件

に

、
数

名

の 
案

を

ミ

ッ

ク

ス

し

て

、
美

術

に

堪

能

な

森

田

芳

一

氏
（

元 
熊

谷

市

教

育

長
・
新

堀

小

学

校

開

設

準

備

委

員

長

）
に

依 

頼

。
堀

と

太

陽

と

櫻

と

四

つ

の

教

育

目

標
（

創

造
・
健

康
・ 

協

力

・

情

操

）

を

表

わ

し

た

校

章

が

で

き

あ

が

っ

た

。 
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